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１．緒言

　ここから本文をお書き下さい。以下，形式は自由です。

 ２．実験方法など

３．結果及び考察など
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要旨作成上の諸注意
· 英語要旨、日本語本文、図、表、写真等を含めて、A4用紙２枚とします。原稿は縮小せずにそのまま（camera-ready）A4版に印刷されます。（推奨書式：フォントサイズ：タイトル,14ポイント,その他11ポイント，フォント：日本語本文は明朝体系，日本語見出しはゴシック系, 英語はTimes系フォント）

· 原稿はワードプロセッサで、上下左右に25 mmのマージンをとって作成してください。この枠内で図・表は自由にレイアウトしてください。図・表のキャプションは英語で作成願います。
· 講演タイトル以下、英文住所の行までセンタリングを行ってください。

· 講演者(和文)の前には丸印をつけてください。講演者（英文）にはアンダーラインを引いてください。また、講演者のメールアドレスを上記の要領に従って記入して下さい。英文アブストラクトを100～150語で記載してください。

· 本文中の見出しはこの要領に示したもの以外をお使いいただいても結構です。

· 講演要旨の締め切り：8月1日(月)必着になっております。

· 原稿送付： PDFファイルをhanamoto?cc.saga-u.ac.jp (?を@に変えて)までご送信下さい。
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